
 

 

 

リチウムイオン電池を使用した小型家電（スマートフォンや電気かみそりなど）が適切に分別され

ず、火災が起きています。 

 

 

 

 

 

 
 

リチウムイオン電池の処分方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

取り外せるリチウムイオン電池 

（下記の各種リサイクルマークがあるもの） 

市役所（本館 1F・5F及び別館2F）や市内の家電量販店などに設

置してある下記の「小型充電式電池リサイクルボックス」に投入し

てください。 

取り外せないリチウムイオン電池 

中央公民館、地区公民館及び市役所本館等に設置してある、 

下記の「小型家電回収BOX」（横 30cm×縦 15cm×奥行

20cm）へ投入してください。 

また、小型家電回収BOXの投入口に入らないものは、原則、不燃

ごみまたは粗大ごみとして処分してください。 

各種リサイクルマークがないものや膨張し

ているリチウムイオン電池 
市役所別館2階の収集業務課へお持ち込みください。 
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リチウムイオン電池を混ぜないで！！ 

小型充電式電池リサイクルボックス 

日本容器包装リサイクル協会HPより引用 市ごみ収集車の火災の様子 

小型家電回収BOX 

ニカド電池やニッケル水素電池もリチウム 

イオン電池と同じ方法で処分をお願いします。 

リチウムイオン電池は衝撃を
加えると発火するという性
質があります。 

 

 

裏面あり 



 

ひらつかCO２CO２（コツコツ）プランは、地球

温暖化の原因の一つとされる二酸化炭素（CO

２）の排出を家庭生活から減らすために、市が提

案する行動プランです。 

食品ロスの削減やプラスチックごみの分別は

二酸化炭素の排出を減らすことにつながりま

す。ぜひご参加ください。 

参加するには、e-kanagawa 電子申請シ

ステムから取り組み宣言を行ってください。 

受付期間は１２月８日（日）までです。  

 

抽選で特典もあるよ！ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

水銀を使用している温度計や体温計など（破損したものを含む）の処分は、その他の 

ごみと混合しないように透明な袋に入れて不燃ごみの日（月 2回）に、有害ごみとして 

右記の赤い乾電池ボックスに入れてください。 

 

 
 

平塚市では、条例でごみステーションに出された全ての家庭ごみの持ち去りを禁止しております。持ち去り行為

を見かけた場合は、車両ナンバー、日時、場所等の通報をお願いいたします。（TEL：0463－2１－９７６２（直通））

安易に近づくことや写真を撮る行為はトラブルにつながりますのでお控えください。 

土日祝日に加えて８月 13 日（火）から 16 日（金）までに持ち込む場合は、事前予約が必要です。 

また、お盆休み期間中は大変混雑するため、次の出し方も御検討ください。 

・時期をずらして持ち込む。 

・お住まいの不燃ごみ収集日（サイズ制限有）にごみステーションへ出す。 

・粗大ごみの戸別収集（有料。予約受付専用ダイヤル０４６３－７１－５１００）を利用する。 
 

インターネット予約（e-kanagawa 電子申請システム）    電話予約 

受付期間：２週間前から持ち込む日の                受付期間：２週間前の平日から持ち込む日の前の 

前日まで（２４時間受付）                         平日まで 

電話番号： ０４６３－２２－４５５７ 

電話受付時間：平日９時～１２時、１３時～１７時 
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詳しくはこちら 

水銀を含む温度計や体温計の処分について 

ご み の 持 ち 去 り は 禁 止 で す ！ ！ 

デコ活宣言しました 

 

 

デコ活とは、環境省の「脱炭素につながる新し

い豊かな暮らしを創る国民運動」の愛称です。

二酸化炭素(CO２)を減らす脱炭素

(Decarbonnization)と、環境に良いエコ

(Eco)を含む「デコ」と活動・生活を組み合わせ

た新しい言葉です。 

平塚市では2050年カーボンニュートラル

の実現を目指して、2024年 2月に「デコ活宣

言」を行いました。 

皆さんもデコ活に取り組みませんか。 

詳しくはこちら 

お盆休み期間中の粗大ごみ破砕処理場への持ち込み予約

について 

 


